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トップガード〈積みブロック擁壁用ガードレール基礎〉

基本形状図

平面線形
検討

施工手順

基本形状図

積みブロック擁壁専用のガードレール基礎を開発しました。

1． 従来工法と比較して工期短縮が図れます。

2． ガードレール設置時に必要なボイド管、型枠が不要となり、廃棄物が減
少します。

3． 擁壁前面に足場設置の必要がありません。

4． 前面5分勾配。連続延長L=10m以上に対応しております。

●特長

※10m当り材料
　中詰コンクリート：2.10ｍ3

　敷モルタル：0.27ｍ3

平面線形に合わせて施工する場合、曲率半径の大きさや、内カーブ・外カーブの別に応じて、製品天端内側に生じる隙間が車両
用防護柵横梁の支柱取付け孔の余裕代から35mm以下になるように設計してください。
また、隙間にはコンクリート（σck=18N/mm2）で間詰めをおこなってください。
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間詰めコンクリート
（σck=18N/mm2）　

■外カーブ線形での割付例
製品高さH（mm）

15 15 16 16 16 16 17 17 17 17 17 17 18
500 800

15
1000 1250 1500 1750 2000 2250 2500 2750 3000 3250 3500 3750 4000

最小使用可能曲率半径r（m）

■外カーブ ■内カーブ

間詰めコンクリート
（σck=18N/mm2）　

■内カーブ線形での割付例
製品高さH（mm）
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道路側■内カーブ

■地盤反力度（砂質土）
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※施工標準図はあくまで標準的な断面です。上記所用地耐力を
　満足するように基礎を決定してください。
※安定計算は、砂質土（γs=19kN/m3、φ30°）にて行っています。
　埋戻しは現地産の良質土をご使用いただけます。
※レキ質土であれば安全にご使用いただけます。

q1 q2

単位：kN/m2

衝突試験（車両の最大進入工程=140mm)
においても車輪が擁壁から逸脱することが
ありませんでした。

参考重量：639Kg

■平面図

■正面図 ■側面図

■標準断面図

■ガードレール支柱の設置方法

① 基礎工（基礎砕石・敷モルタル） ② 製品据付（プレート連結） ③ 中詰めコンクリート打設 ④ ガードレール設置
　 砂詰め、モルタル処理
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■外カーブ r
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